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広報なると
市民と市政をつなぐ情報紙

みんなが主役のまちづくりみんなが主役のまちづくり
鳴門市自治基本条例施行10周年鳴門市自治基本条例施行10周年

特集特集

子どもたちが武道に親しむ 子どもたちが武道に親しむ ――モニターツアーを開催―モニターツアーを開催―

　　10月９日、市内在住の小学生らを対象にした武道体験モニター10月９日、市内在住の小学生らを対象にした武道体験モニター
ツアーが行われました。参加者は、空手、柔道、合気道、少林寺拳ツアーが行われました。参加者は、空手、柔道、合気道、少林寺拳
法の中から希望する武道の指導を受け、真剣な表情で技を学んでい法の中から希望する武道の指導を受け、真剣な表情で技を学んでい
ました。また、武道体験の後は、子どもたちが地域の歴史やまちのました。また、武道体験の後は、子どもたちが地域の歴史やまちの
魅力を再発見することを目的魅力を再発見することを目的としてとして、酒蔵見学（本家松浦酒造場）と、酒蔵見学（本家松浦酒造場）と
瞑瞑
め い そ うめ い そ う

想想体験（東林院）を行いました。体験（東林院）を行いました。

表紙表紙
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る
と
考
え
、
自
治
体
運
営
の
基
本
的
な
理

念
や
仕
組
み
を
定
め
た「
ま
ち
づ
く
り
の

憲
法
」と
も
い
う
べ
き「
自
治
基
本
条
例
」

を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
度
か
ら
策
定
に
向
け
て
取
り

組
み
を
始
め
、
市
民
・
各
種
団
体
へ
の
経

過
説
明
や
意
見
交
換
会
、
市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
策
定
審
議
会
な
ど
を
開
催

し
、
み
ん
な
で
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
少

し
ず
つ
条
例
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
４
年
の
歳
月
を
か
け
、
約

１
５
０
０
人
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
参
画
し

て
い
た
だ
き
、
徳
島
県
下
で
初
め
て
の
自

治
基
本
条
例
と
な
る「
鳴
門
市
自
治
基
本

条
例
」が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

▶

市
民
な
ど
へ
の
説
明
会
の
様
子

みんなが主役のまちづくり

鳴門市自治基本条例
施行 10 周年

　皆さんは、「鳴門市自治基本条例」を知っていますか？
　「市民参画」と「協働」のまちづくりを推進し、みんなが主役のまちづくりを実現
するために、本市では平成23年11月１日に鳴門市の自治のあり方（自治体運営の
もっとも基本的な理念や仕組みなど）を定めた「鳴門市自治基本条例」を施行し、
今年で施行10周年となりました。条例ができるまでの背景や条例に込められた思
いを振り返ります。
問 市民協働推進課 ☎088・684・1200

平
成
12
年
４
月
の
地
方
分
権
一
括

法
の
施
行
に
よ
り
、
地
方
分
権

改
革
は「
地
域
の
こ
と
は
、
地

域
で
考
え
、地
域
自
ら
の
責
任
で
決
め
る
」

と
い
う「
自
己
決
定
・
自
己
責
任
」の
考
え

方
を
基
に
し
て
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
で
も
従
来
の
画

一
的
な
ま
ち
づ
く
り
で
は
な
く
、
地
域
の

個
性
・
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

地
域
が
主
体
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

自
治
基
本
条
例
が

で
き
る
ま
で

11
月
１
日「
鳴
門
市
自
治
基
本
条
例
」施
行

４
月
〜 

市
民
説
明
会
の
開
催

６
月
〜 

策
定
審
議
会
の
開
催

７
月
〜 

庁
内
準
備
委
員
会
の
開
催

８
月
〜 

庁
内
準
備
委
員
会
の
開
催

１
月 

　
第
７
回
策
定
審
議
会（
答
申
案
）

８
月
〜 

策
定
審
議
会
の
開
催

２
月 

　
策
定
審
議
会
か
ら
市
長
へ
の
答
申

10
月
〜 

市
民
説
明
会
の
開
催

12
月
〜 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
き

３
月 

　
第
１
回
定
例
会
で
条
例
案
が
可
決
・
公
布

３
月 

　
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

条例策定までの経緯

平成19・20年度

各種団体への説明会の開催

庁内準備委員会の開催

職員研修会の開催

市民ワークショップの開催

「広報なると」に関連記事掲載
市公式ウェブサイトに条例コーナーを設置

21年度 23年度22年度
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自
治
基
本
条
例
は
全
30
条
か
ら
成
り
、

図
１
の
よ
う
な
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
条
例
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
体

で
あ
る「
市
民
等（
※
１
）」「
議
会
」「
行
政
」

が
、
次
に
掲
げ
る
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
原

則
に
の
っ
と
り
、
互
い
に
協
力
し
合
い
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
力
を
発
揮
し
て

「
市
民
等
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指

す
と
い
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
条
例
と
い
う
形
で
明
記
し
た
こ
と
に
よ

り
、
鳴
門
市
の
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

の
在
り
方
、
市
民
等
と
行
政
の
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
取
り
組
み
姿
勢
な
ど
に
つ
い

て
、
み
ん
な
で
共
有
す
る
規
範
が
で
き
、

ま
ち
づ
く
り
の
よ
り
ど
こ
ろ
が
で
き
ま 

し
た
。

（
※
１
）市
民
だ
け
で
な
く
、
市
内
で
働
く

人
や
学
ぶ
人
、事
業
者
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
含
め
る
こ
と
か
ら「
市
民
等
」と
定
義

し
て
い
ま
す
。

自治基本条例ができてから、
これまで行政では
こんなことをしてきました！

▶�市長を本部長とした「市民協働推進本
部」を平成23年５月に設置し、検討を重
ね、行政として市民との協働の在り方
や、具体的にどのように取り組んでい
くのかという方針を記載した「市民との
協働のまちづくり行政行動指針」を平成
23年11月に策定しました。

CHECK

▶�「市民との協働のまちづくり行政行動指
針」や自治基本条例をもとに「市民との
協働を進めていくためには、自治基本
条例の趣旨や理念を正しく理解して、
行政とその担い手である市職員がまず
変わらなければならない！まずは行政
が、市職員が変わろう！」ということを
念頭に置き、職員研修やアンケートな
どを継続して実施。この10年間で職員
の意識の向上を図ってきました。

▶�鳴門市自治基本条例の理念に基づき、
市民の皆さんの自発的なまちづくり活動
を応援するため、平成25年度に「WeLove
なるとまちづくり活動応援補助金制度」を
創設しました。これまで59団体に対し、総
額14,368,000円の補助を行っています。

自
治
基
本
条
例
の
概
要

■
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
原
則

▼ 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答
な
ど
、
何

ら
か
の
手
続
き
に
よ
り
市
の
政
策

決
定
に
加
わ
る「
参
画
」

▼ 
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
特
性
を
理
解

し
、
尊
重
・
補
完
し
合
い
な
が
ら

対
等
な
立
場
で
課
題
の
解
決
に
取

り
組
む「
協
働
」

▼ 

公
正
で
透
明
性
の
高
い
市
政
運
営

を
図
る
た
め
の「
情
報
共
有
」

▲�平成23年度に自治基本条例パンフレット（一般用・写真左）
を、その翌年に子ども版パンフレット（同右）を作成しました。�
鳴門市の将来を担っていく子どもたちにも自治基本条例のこ
とを知ってもらうため、平成25年度から毎年小学校に配り、
６年生の社会科の授業などで活用しています。

鳴門市自治基本条例構造図 前文

附則

●目的（第１条）　　●用語の定義（第２条）　　●位置づけ（第３条）　　●基本原則（第４条）
第1章 総則

●実効性の確保（第29条）　　●条例の見直し（第30条）
第4章 雑則

第3章 まちづくりの原則
市民等の参画の原則 行政運営の原則

●市民等との協働（第15条）
●施策形成への参画（第16条）
●政策提案（第17条）
●市民等の意見の聴取（第18条）
●審議会等の運営（第19条）
●市民投票（第20条）

情報共有の原則
●情報の公開及び共有（第21条）
●行政の説明責任（第22条）
●個人情報の保護（第23条）

●総合計画（第24条）
●行政評価（第25条）
●組織体制（第26条）
●財政運営（第27条）
●国・県、他市町村との
　関係（第28条）

第2章 まちづくりの主体
市市民等

●市民等の権利（第５条）
●市民等の役割（第６条）
●子どもの権利（第７条）

事業者
●事業者の
　役割（第８条）

コミュニティ
●コミュニティの
　役割（第９条）

議会・議員
●議会の責務
　（第10条）
●議員の責務
　（第11条）

行政
●市長の責務
　（第12条）
●行政の責務
　（第13条）
●職員の責務
　（第14条）

協働

図1
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Interview　日頃から地域で活動され、市との協働にも積極的に取り組んで
いただいている市自治振興連合会の益岡 道義会長と、授業で協
働について学んだ小学生にお話を伺いました。

鳴門には、おいしい食べ物やドイツ
との交流の歴史など魅力的なところ
がたくさんあります。多くの人の力
で、こうした鳴門の魅力が作られて
いるということを学びました。私も、
鳴門を元気にするために地域の人た
ちと交流していきたいです！

条例を作るときに1,000人以上の人
が関わったということを聞いて、鳴
門の人は地元思いだなと感じました。
僕たちもEM菌を使って、プール掃
除や環境美化活動をしています。もっ
と地域が元気になって、鳴門の魅力
を多くの人に知ってもらいたいです！

協働によるまちづくりについて勉強したよ！

撫養小学校６年 山田 心音さん 撫養小学校６年 山崎 伶 君

鳴門市自治振興連合会
益岡 道義 会長PROFILE

1949（昭和24）年生まれ。現・瀬戸地区自治振興会会長。
過去には明神地区自主防災会会長を務めるなど、地域
活動に尽力。2018（平成30）年から鳴門市自治振興連合
会会長。

自
治
基
本
条
例
は
、
市
民
が
主
役

と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い

く
た
め
の
ル
ー
ル
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
市
民
等
、
議
会
、
行
政
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
理
解
し
な
が
ら
情
報
共
有
を
し
て

い
く
こ
と
で
、
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
づ
く
り
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
そ
れ
が
、
防
災
な
ど
い
ざ
と

い
う
と
き
に
も
役
に
立
つ
と
思
って
い
ま
す
の

で
、
私
た
ち
も
そ
れ
を
実
現
で
き
る
よ
う
に

日
頃
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　　条
例
が
で
き
て
か
ら
10
年
に
な
り
ま
す

が
、
私
の
住
む
瀬
戸
地
区
で
も
、
地
元
企

業
か
ら
災
害
用
炊
飯
器
を
い
た
だ
い
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成

さ
れ
、
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
瀬
戸

町
全
体
の
人
が
集
ま
り
、
一
緒
に
な
っ
て

地
域
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
我
々
だ
け
で
は
で
き

な
い
こ
と
も
多
く
あ
る
の
で
、
行
政
か

ら
も
色
々
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
な
が

ら
、
一
緒
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
と
い

う
の
が
一
番
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、「
協
働
」と
い
う
面
で
一
番
大
き

な
こ
と
は
、「
鳴
門
の
ま
つ
り
」の
開
催
で

す
ね
。
約
20
年
続
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

だ
け
長
く
続
け
る
こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
や
は
り
、
市
民
と
行
政

が
力
を
合
わ
せ
、
同
じ
目
的
に
向
か
っ
て

協
働
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
か
ら
こ
そ
、

こ
れ
だ
け
長
い
間
続
け
て
こ
ら
れ
た
ん
だ

と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　　「継
続
は
力
な
り
」と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
が
、
ま
ず
は
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た

こ
と
を
し
っ
か
り
と
続
け
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
や
は
り
人

材
確
保
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
若
い
世
代

の
人
に
も
活
動
に
加
わ
っ
て
も
ら
っ
て
、

一
緒
に
な
っ
て
新
し
い
こ
と
に
も
取
り
組

ん
で
い
け
た
ら
い
い
で
す
ね
。

それぞれが持っている力を合わせ、
協働することが大切

10
年
間
を
振
り
返
っ
て

継
続
か
ら
発
展
へ
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急
激
な
経
済
状
況
の
変
化
や
、
少
子
・

高
齢
化
社
会
の
進
展
に
よ
り
、
地
域
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
課
題
が
生
ま
れ
て
き

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
、

き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く

た
め
に
は
、
行
政
の
力
だ
け
で
は
対
応
し

き
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
現
状

が
あ
り
ま
す
。
よ
り
住
み
よ
い
地
域
を
つ

く
る
た
め
に
は
、
行
政
に
よ
る「
団
体
自

治
」だ
け
で
は
な
く
、
地
域
住
民
自
身
に

よ
る「
住
民
自
治
」を
広
げ
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
化
・

教
育
・
観
光
を
含
む
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
分

野
の
競
争
力
を
高
め
る
に
は
、
民
間
の
活

力
が
不
可
欠
で
す
。

　
お
互
い
に「
で
き
る
こ
と
」「
で
き
な
い

こ
と
」を
理
解
し
、
鳴
門
市
に
関
わ
る
全

て
の
人
々
に
持
っ
て
い
る
力
を
発
揮
し
て

い
た
だ
き
、
共
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
、
今「
協
働
」が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。

　
市
で
は
、
今
後
も
自
治
基
本
条
例
の
理

念
の
浸
透
を
図
り
な
が
ら
、
各
種
委
員
の

公
募
や
意
見
交
換
の
機
会
な
ど
を
設
け
、

皆
さ
ん
が
市
政
に
参
画
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
主
体
的
に
活

動
す
る
皆
さ
ん
の
ご
紹
介
な
ど
を
通
じ

て
、
新
た
に「
協
働
」に
参
加
し
た
い
方
の

き
っ
か
け
づ
く
り
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
こ
の
10
年
で「
自
分
の
ま
ち
の
こ
と
は

自
分
た
ち
で
考
え
よ
う
」と
い
う
方
が
少

し
ず
つ
増
え
て
き
ま
し
た
。
自
分
で
作
っ

た
も
の
に
は
愛
着
が
湧
く
よ
う
に
、
ど
ん

な
形
で
も
市
政
に
携
わ
る
こ
と
で
、
よ
り

鳴
門
市
に
愛
着
や
誇
り
を
持
つ
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　
鳴
門
市
と「
縁
」が
あ
る
皆
さ
ん
、
赤

ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
の
方
ま
で
み
ん
な
が
主

役
と
な
る
よ
う
な
、
鳴
門
の
ま
ち
づ
く
り

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
共
に
鳴
門
市

の
未
来
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　市では、自治基本条例が施行されてから各部課における市民
等と行政との協働事業数の調査を行っています。協働には事業
協力や共催、情報提供などさまざまな形態があり、本条例を施
行した平成23年度では98事業であった協働事業数が、令和２年
度には161事業となり、63事業も増加しました。
例：消費者被害防止見守りネットワーク事業など
　今後も、さまざまな形で「協働」を進めていきますので、皆さ
んもぜひご協力をお願いします。

協働による事業の数も、大幅に増加！

協
働
の
大
切
さ

共
に
未
来
を
つ
く
る

互いの立場を尊重し、みんなでまちづくり

市民等

議会 行政

主体的に市政に参画し、まちづくりを進めます

市民等の意志が市政に反映されるよう努めます 市民等の意志が反映された市政運営を行います

●まちづくりの主体としての自覚
●コミュニティ活動への積極的な参画
●市民投票 ●選挙

●市政への参画
●応分の負担

●団体意思決定（議決）
●開かれた議会運営

●説明責任
●情報公開

●市民の目線に立つ
●分かりやすい説明

●迅速な対応
●情報公開

●市民参画機会の確保・推進
●効率的な市政運営

●選挙
●市政への参画

●サービスの提供
●意志の把握
●活動の支援
●情報提供
●信頼関係の構築

●監視、けん制
●政策提言

●議案の提出
●市政運営の説明責任

●情報提供
参画 協働

情報
共有
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諸外国では、２回のワクチン接種を行っても、時
間の経過とともにワクチンの有効性や予防効果

が低下することが報告されており、日本においてもワ
クチン接種による予防効果の維持のために、３回目の
接種を行う、いわゆるブースター接種を実施すること
が決定しています。現時点で、追加接種については以
下の内容で行うことが示されています。
▶対象は２回の接種を終了した方
▶おおむね２回目の接種から８カ月以上が経過してから
▶�原則、２回目までで接種したものと同じ種類のワク
チンを１回
▶費用は無料

　本市においても、接種会場の確保や接種券の郵送、予
約受け付けに向けた想定や準備をすでに始めています。
■接種の順番について
　１回目の接種と同様、「医療従事者の方」から開始し、
次いで「高齢者の方」へと移っていくこととなります
が、年齢などで接種順位を決定するのではなく、２回
目の接種からおおむね８カ月以上を経過した方から順
次、接種のご案内をさせていただく予定です。また、
本市の後期高齢者の枠で最も早く接種された方でも２
回目の接種は６月中旬であり、それから８カ月以上の
期間を置くと、３回目の接種は最短でも令和４年２月
以降となります。

３回目のワクチン接種について

新型コロナウイルスワクチン接種

■11月19日（金）までにコールセンターへ連絡を
　令和３年８月までに満12歳以上になられている方で、
今後接種を希望する方は、11月19日（金）までに、必ず市
コールセンターへご連絡ください。
　令和３年９月以降に12歳になられた方は、誕生月の
翌月に順次接種券を送付しています。接種券が届きまし
たら、接種希望者は速やかに市コールセンターで予約を
してください。ただし、接種場所や日時については各医
療機関と調整し、コールセンターからの折り返しのご案
内となりますので、ご了承ください。

▶鳴門市新型コロナワクチン接種コールセンター
   ☎088･626･7020
　（午前９時～午後５時30分 ※土日祝日を除く）
※�聴覚に障がいがあるなど、電話での申し込みが
　難しい場合は、FAX088･655･0125まで。
※おかけ間違いのないようご注意ください。

■予約受け付け・相談など

11月以降の１回目・２回目接種の予約について

11月からは…

本市では、８月末までに満12歳以上の全接種対象者
約52,000人に対して接種券を送付し、10月末まで

に約44,000人が２回目までの接種を完了しました。接
種対象者の接種率は全国平均を上回る約83％となって
おり、これは本市が想定していた接種率を大幅に上回り、

希望される方の接種をおおむね完了しました。
　これに伴い、今後の接種希望者は少なくなるものと想
定しており、ワクチン供給や接種体制などの関係上、11
月以降については、医療機関や日時を限定した接種体
制に移行します。

？
　新型コロナワクチンはいつでもどこでも手に入るものではなく、国が数量等の調整を行い、全国の
自治体に配送していることから、各自治体が保有する数量には限りがあります。また、現在保有して
いるワクチンも有効期限が迫っています。ワクチンは１瓶６人分で、接種日まで温度管理された冷凍
庫や冷蔵庫で保管しており、瓶の開封後は６時間以内に接種する必要があり
ます。このため、接種希望者が少なくなると想定される今後において、貴重
なワクチンを破棄することなく有効に活用するためには、事前に接種場所や時間・
人数の調整を行い、６人の接種希望者を確実にそろえる必要があります。
　また、今後国から配送されるワクチンは３回目接種分となり、１回目・２
回目の接種に使用することはできません。これらのことをご理解いただき、
今後も円滑な接種にご協力をお願いします。

なぜ、限定的な接種に移行する必要があるの？なぜ、限定的な接種に移行する必要があるの？

新たに12歳を迎える方を中心とした
限定的な接種体制に移行します。
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イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
市

税
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
中
、
社
会

保
障
関
係
費
が
増
加
傾
向
に
あ
る
と

と
も
に
、
公
債
費
に
つ
い
て
も
依
然

と
し
て
高
い
水
準
で
推
移
す
る
な
ど

楽
観
視
で
き
る
状
況
で
は
な
く
、
引

き
続
き
、
財
政
健
全
化
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
今
後
も
簡
素
で
効
率
的

な
行
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
の

６
年
間
で
確
保
し
た
財
政
効
果
額

（
普
通
会
計
）は
、
目
標
の
約
30
億
５

３
０
０
万
円
を
大
き
く
上
回
る
約

47
億
９
千
万
円
。
こ
の
内
訳
は
、
歳

入
と
歳
出
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

■
歳
入
効
果
額

　
市
税
徴
収
率
を
平
成
26
年
度
の

92
・
25
％
か
ら
96
・
09
％（
令
和
２

年
度
）に
向
上
さ
せ
た
こ
と
で
約

22
億
円
、
保
有
財
産
の
売
却
な
ど
で

約
１
億
７
千
万
円
の
効
果
額
を
確
保

し
ま
し
た
。

■
歳
出
効
果
額

　
普
通
会
計
か
ら
給
与
が
支
払
わ
れ

る
職
員
を
６
年
間
で
42
人
削
減
し
た

こ
と
で
、
約
６
億
８
千
万
円
の
効
果

額
を
確
保
し
ま
し
た
。

　
計
画
策
定
時
に
試
算
し
た
普
通

会
計
の
財
政
収
支
見
通
し
で
は
、

６
年
間
で
約
49
億
円
の
累
積
収
支

赤
字
が
発
生
す
る
見
通
し
で
し
た

が
、
実
質
収
支
黒
字
を
維
持
し
つ

つ（
令
和
２
年
度
実
質
収
支
は
約

８
億
５
４
０
０
万
円
の
黒
字
）、
市

の
貯
金
で
あ
る
基
金
残
高
も
目
標
を

約
28
億
円
上
回
る
約
44
億
８
千
万
円

を
確
保
で
き
ま
し
た（
表
１
・
図
１

参
照
）。

　
ス
ー
パ
ー
改
革
プ
ラ
ン
２
０
２
０

の
54
の
取
り
組
み
項
目
の
達
成
状
況

は
、
達
成
が
40
項
目
、
一
部
達
成
が

12
項
目
、
未
達
成
が
２
項
目
と
な
り

ま
し
た
。
未
達
成
の
項
目
に
は
、
時

間
外
勤
務
の
縮
減
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
計
画
最
終
年
度
と
な
る
令
和
２

年
度
も
、
歳
入
確
保
や
経
費
節
減
、

定
員
管
理
な
ど
に
取
り
組
み
、
約

８
億
９
千
万
円
の
効
果
額
を
確
保
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
市
の
財
政
状

況
は
、
人
口
減
少
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

普通会計の市債残高、基金残高の推移表１

計画期間６年間を通して、毎年度黒字を確保達成

６年間の６年間の
取り組み効果額取り組み効果額

30

40

50

160

180

H27 H28 H29 H30 R1 R2 ［年度］

［億円］
基金残高

市債残高
※臨時財政対策債を除く

目
標
を
上
回
る

効
果
額
を
確
保

取
り
組
み
達
成
状
況

最
終
年
度
の
取
り
組
み

財政健全化目標の達成状況図１

鳴
門
市
ス
ー
パ
ー
改
革
プ
ラ
ン
２
０
２
０
は
、
基
本
理
念（
※
１
）や
７
つ
の
基

本
目
標
、
54
の
具
体
的
取
り
組
み
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
る
、
財
源
確
保

や
歳
出
削
減
な
ど
の
推
進
に
向
け
た
行
財
政
改
革
の
柱
と
な
る
計
画
で
す
。

　
市
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
を
計
画
期
間
と
し
た
こ
の
計
画

で
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
確
立
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
６
年
間
の
成
果
を
説
明
し
ま
す
。

※
１�「
自
立
的
で
持
続
可
能
な
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
確
立
～
市
民
が
主
役
の
未

来
へ
飛
躍
す
る
鳴
門
市
を
め
ざ
し
て
～
」

問
行
政
改
革
チ
ー
ム�

☎
０
８
８・６
８
４・１
４
５
０

達成 計画最終年度（令和２年度）の普通会計市債残高
（市の借金）を約163億1,300万円に抑制
（目標額：約170億円）

達成 計画最終年度（令和２年度）の将来負担比率を
127.7%に抑制（目標値：150.7%以下）

計画期間６年間を通して、実質公債費比率を
18.0%以下に抑制達成

計画期間６年間を通して、経常収支比率を97.5%
以下に抑制達成

計画最終年度（令和２年度）の普通会計基金残高
（市の貯金）を約44億8,000万円確保
（目標額：約17億円以上）

達成

実  績
約47億

9,000万円

行
財
政
改
革〔
平
成
27
年
度
～
令
和
２
年
度
〕

ス
ー
パ
ー
改
革
プ
ラ
ン
２
０
２
０

ス
ー
パ
ー
改
革
プ
ラ
ン
２
０
２
０

　
　
　
　

　
　
　
　      
６
年
間
の
成
果
報
告

６
年
間
の
成
果
報
告

目  標
約30億

5,300万円

新型コロナウイルスワクチン接種
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市からのお知らせ
City_information

電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

お知らせ

News
テレビ鳴門で放送！
明日につなげよう！ 鳴門のまつり

問�鳴門のまつり実行委員会事務局（市民協働推進課内）☎684･1200

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、
毎年10月開催の「鳴門のまつり」が昨年度に

引き続き中止となりました。しかし、鳴門の大切
なまつり文化の灯を絶やさないよう、「明日につな
げよう！鳴門のまつり」をテレ
ビ鳴門（111ch）で放送すること
になりました。
　11月15日（月）から19日（金）ま
での毎日午後２時から、過去の
鳴門のまつりや地元のお祭りの
模様を日替わりで放送します。
ぜひご覧ください。
■放送日・放送演目（各日午後２時から15分間）
▶11月15日（月）里浦・木津神地区の演目
▶11月16日（火）北灘地区の演目
▶11月17日（水）堀江地区の演目
▶11月18日（木）板東・鳴門西地区の演目
▶11月19日（金）黒崎・斎田・瀬戸地区の演目
■放送チャンネル
　テレビ鳴門（111ch）

お知らせ

News
令和３年市議会
第３回定例会報告
問�総務課�☎684･1124

９月８日から30日までの23日間の会期で第３
回定例会が開かれ、令和３年度一般・特別・

企業会計の補正予算案や条例案など８議案、人事
案件３件についてそれぞれ審議され、原案どおり
承認・可決・同意されました。

■主な条例案
▶鳴門市総合運動場条例の一部改正について
　市総合運動場（斎田）の夜間照明施設の利用は、
条例において４月から10月までに限定していまし
たが、これを通年利用することができるよう、条
例の一部を改正しました。

■人事案件
　教育委員会委員の任命、公平委員会委員の選任、
人権擁護委員の推薦について、それぞれ次の方が
同意されました（敬称略）。
▶教育委員会委員  甲斐 洋子（桧・50歳・再任）
▶公平委員会委員  久次米 恵子（木津・64歳・新任）
▶人 権 擁 護 委 員  梯 美千代（板東・69歳・再任）

子ども

Child
小学校へ入学予定のお子さんは健康診断を受けましょう
就学時健康診断を実施します

問�学校教育課�☎686･8802

市内在住で、令和４年４月
に小学校へ入学予定の子

どもを対象に、就学時健康診
断を実施します。対象のご家
庭には通知をお送りしていま
すので、ご確認の上、受診し
てください。
　通知が届いていない場合や、
指定の日時に受診できない方
は、学校教育課までご連絡く
ださい。

▼日程（眼科・耳鼻科）
対象校区 実施日 実施場所

鳴門東小学校

11月１日（月）

鳴門ふれあい健康館

鳴門西小学校
堀江北小学校
明 神 小 学 校
黒 崎 小 学 校
撫 養 小 学 校

11月24日（水）里 浦 小 学 校
桑 島 小 学 校
林 崎 小 学 校
第 一 小 学 校

11月25日（木）板 東 小 学 校
大津西小学校
堀江南小学校

※�小学校ごとに受診できる時間帯を分けています。通知をご確認の上、
ご来場ください。
※内科・歯科検診については、各家庭への通知をご確認ください。
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市からのお知らせ
City_information

郵送先住所の記載がない場合、住所は「〒772・8501 撫養町南浜字東浜170」です。

お知らせ

News
11月は
「児童虐待防止推進月間」です

問 中央こども女性相談センター ☎622･2205

■児童虐待の現状
　令和２年度に徳島県の児童相談所が対応した虐
待相談件数は919件でした。虐待による死亡事例
は、全国で年間約50件に及び、１週間に１人の子
どもが命を落としています。
■気になることがあれば「通告」を
　通告とは、「気になることを相談すること」です。
あなたの判断で「しつけの限度を超えている」「子
どもへの関わり方がおかしい」と感じたら迷わず
通告してください。誰が通告者かを知られること
はありません。虐待されている子どもたちに気付
き、守ることができるのは、あなたかもしれませ
ん。児童虐待かもと思ったらすぐにお電話ください。

お知らせ

News
ルミネカンバス人気投票を
実施します！

問 子どもいきいき課 ☎684･1146

児童虐待防止推進月間事業として、本庁舎１
階案内付近に飾っているオレンジリボン

キャンペーン「LEDルミネカンバス」の人気投票を
11月30日（火）まで実施しています。投票結果によ
り、人気作品の作者には表彰状と記念品が贈られ
ます。また、その作品に投票された方のうち、１
人の方に記念品を贈呈します。たくさんの投票を
お待ちしています。
※作品は令和４年１月７日（金）まで掲示します。
■投票方法
　お気に入りの作品を選び、作品横に設置してい
る投票箱に投票してください。投票用紙は投票箱
隣に備え付けています。また、子育て情報発信ツー
ルとして利用できる無料通信アプリ「LINE」でも投
票ができます。
▶点灯時間
　午前９時～午後５時

児童相談所虐待対応ダイヤル
お近くの児童相談所につながります（通話料無料）

189いちいち はやはや くく
児童相談所
虐 待 対 応
ダ イ ヤ ル ☎☎ 令和元年度最優秀作品→（里浦児童クラブ制作）

子ども

Child
令和４年度
幼稚園・保育所・認定こども園への入園・入所申し込み

問 学校教育課 ☎686･8802　子どもいきいき課 ☎684･1209
■市立幼稚園
　市内のいずれの幼稚園にも入園を申し込むことが
できます。入園に関する問い合わせ・申し込みは、
各幼稚園または学校教育課へ。
▶該当幼児
❶ 年長児＝５歳児（平成28年４月２日から29年４月

１日までの間に生まれた方）
❷ 年少児＝４歳児（平成29年４月２日から30年４月

１日までの間に生まれた方）
▶申込期間　12月１日（水）～28日（火）

幼稚園名 所在地 電話番号
撫 養 幼 稚 園 撫養町斎田 686･4093
精 華 幼 稚 園 撫養町立岩 686･4558
桑 島 幼 稚 園 撫養町大桑島 686･9479
第 一 幼 稚 園 大津町木津野 686･3453
明 神 幼 稚 園 瀬戸町明神 688･1244
堀江北幼稚園 大麻町大谷 689･2220
板 東 幼 稚 園 大麻町板東 689･1437

■保育所・認定こども園（保育認定）
　新規利用に関する問い合わせは、子どもいきいき
課へ。申し込みは、利用希望施設または同課へ。
※申込書は12月1日（水）から各申込先で配布します。
▶申込期間　12月１日（水）～28日（火）
※ 認定こども園とは、幼稚園機能と保育所機能を併

せ持った施設です。
※ 利用申し込みの詳細は、広報なると12月号でお知

らせします。
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市からのお知らせ
City_information

電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

イベント

Event
第47回大谷焼窯まつり
今年は６軒の窯元で開催

問 大谷焼陶業協会（大麻町商工会内）☎689･0204

国の伝統工芸品に指定され、大物陶器とそれ
を焼く登り窯が有名な大谷焼。今年は新型

コロナウイルス感染拡大防止の観点から、開催場
所を各窯元へ変更し、感染症対策を強化した上で、
感謝の気持ちを込めて陶器市を開催します。６軒
の窯元がそれぞれの思いを抱き制作した作品の
数々をお楽しみください。各窯元の問い合わせ先
などは、大麻町商工会のホームページ

（右記二次元コード）をご覧ください。
▶ 日時　11月13日（土）、14日（日）
　　　　各日午前９時～午後４時　※雨天決行。
▶ 場所　大谷焼の里（大谷焼６窯元 大麻町大谷）
▶内容　 市価の２～３割引きで大谷焼を購入でき

る陶器市 など
※ 例年の開催場所は「種蒔大師 東林院」ですが、

今年は各窯元（６窯元）で開催します。
※絵付け体験などは、各窯元で有料で実施します。

募　集

Recruit
文化に親しんでみませんか？
鳴門市文化協会会員募集

問 文化交流推進課 ☎684･1214

鳴門市文化協会には、70を超えるさまざまな
文化団体が加盟しています。ぜひ文化に親

しんで日々の生活をさらに充実させてみません
か？文化活動に興味のある方は、文化交流推進課
へお気軽にお問い合わせください。
▶ 文化協会加盟団体の各部門
　吟詠・合唱・大正琴・邦楽・尺八・洋楽・映画・
演劇・茶道・華道・ファッション・写真・書道・ 
日本画・絵手紙・俳画・洋画・陶芸・フラワーデザ
イン・押し花・トールペイント・染色・表装・ガラス
アクリルアート・アートフラワー・つまみ細工・切り絵・
ダンス・ストリートダンス・バレエ・フラダンス・ 
日本舞踊・川柳・短歌・俳句・民踊

お知らせ

News
「社会保険料(国民年金保険料）
 控除証明書」が送付されます

問 徳島北年金事務所 ☎655･0200

国民年金保険料は、所得税と住民税の申告にお
いて全額が社会保険料控除の対象となります

（１月１日から12月31日までに納付した国民年金保
険料が対象。なお、ご家族の国民年金保険料を納付
された場合も、ご本人の社会保険料控除に加えるこ
とができます）。この控除を受けるためには、納付
したことを証明する書類の添付が必要です。
■年末調整・確定申告まで大切に保管を！
　令和３年１月１日から９月30日までの間に国民年
金保険料を納付された方は、11月中旬までに日本年
金機構本部から「社会保険料(国民年金保険料）控除
証明書」が送付されます。年末調整や確定申告の際
には、必ずこの証明書（または領収証書）を添付して
ください。
　なお、令和３年10月１日から12月31日までの間に、
今年初めて国民年金保険料を納付された方は、令和
４年２月上旬に控除証明書が送付されます。

お知らせ

News
交通事故等の負傷治療に国保
を使用する場合は届け出を
問 保険課 ☎684･1360

■必ず「第三者行為による傷病届」等の提出を
　国民健康保険（国保）加入者が、交通事故や傷害
事件など、第三者（加害者）の行為によってけがを
した場合、国保を使って治療を受けることができ
ます。その場合、かかった医療費は国保が一時的
に立て替え、後で加害者に請求します（事故の状況 
などにより国保を使用できない場合があります）。
　国保を使用して治療を受けた場合は、「第三者行
為による傷病届」等を速やかに保険課へ提出して
ください。
　また、自損事故の場合であっても、本人の過失・
事故の原因によっては国保が使えない場合もある
ため、必ず届け出をしてください。

■傷病原因調査にご協力を
　市では、国民健康保険の加入者を対象に、交通
事故や傷害などの第三者行為かどうかを確認する
ために、負傷原因の調査を行っています。医療費
の適正化を図るため、調査票が届きましたら期日
までに保険課へ提出をお願いします。
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市からのお知らせ
City_information

郵送先住所の記載がない場合、住所は「〒772・8501 撫養町南浜字東浜170」です。

募　集

Recruit
「フレイルサポーター」を養成
健康長寿のために活動しませんか

問 長寿介護課 ☎684･1175 FAX684･1321

市では、本年度からフレイル予防推進事業を開
始します。そこで、フレイル予防の取り組みを

一緒に行っていただく市民ボランティア「フレイルサ
ポーター」を養成します。地域のために、自分のた
めに、フレイル予防について学び、活動しませんか。
※ フレイル…高齢者の心身の活力(筋力、認知機

能、社会とのつながりなど)が低下した状態。
■活動内容
　市内のいきいきサロンなどで、フレイルチェッ
ク、体力測定などを行います。
■養成講座の概要
▶日時　❶11月15日（月）午前10時～午後４時
　　　　　講義・フレイルチェック体験
　　　　❷11月16日（火）午前10時～正午
　　　　　フレイルチェックの実践練習
▶場所　市消防本部３階 会議室
▶定員　30人程度（応募者多数の場合は調整）
▶�対象　介護予防や地域活動に関心があり、サポー

ターとして活動ができる方（年齢は問いません）
▶�申し込み　電話またはFAXで氏名、住所、生年月

日、連絡先を11月10日（水）までに長寿介護課へ。

お知らせ

News
GO TO サロンキャンペーン
～いきいき百歳体操で楽しく運動して「ナルトレタビ」をもらおう！～

問 長寿介護課 ☎684･1175

コロナ禍の影響で、高齢者の方々の外出・運動
の機会が減り、筋力低下などさまざまな不調

を感じている方も多いと思います。そこで、高齢者
の筋力アップや外出の機会を増やすため、いきいき
サロンで「いきいき百歳体操」に取り組んだ方にナル
トレタビを進呈する「GO TO サロンキャンペーン」
を実施します。初めていきいきサロンへ行かれる方
やしばらくお休みされていた方も、ぜひお近くのい
きいきサロンへお越しください。
▶対象　 市内在住で、令和４年３月31日現在で65歳

以上の方
▶期間　10月29日から令和４年３月31日
※ナルトレタビの引き換えは令和４年４月28日まで。
▶参加方法
❶�市内各所にあるいきいきサロンで「いきいき百歳

体操」に参加して、スタンプカードに1個スタン
プをもらう（スタンプカードはサロンで配布。押
印は１日１個まで）。

❷�スタンプが５個たまったら、スタンプカードを長
寿介護課に提出
❸スタンプカードとナルトレタビを交換
▶注意事項
◦ キャンペーンへの参加は１人１回限りです。また、

ナルトレタビ引き換え後のサイズ交換はできません。
◦ 初めていきいきサロンへ参加される方は調整しま

すので、事前に長寿介護課へご連絡ください。

■ナルトレタビの特徴
　市まちづくりアドバイザーで体幹ト
レーニングの第一人者である木場 克
己氏の監修のもと開発された、デニム
素材の足袋。屋内用トレーニング足袋
として日常的に使用
することで、全身の
バランスを整えて体
幹を強化します。

お知らせ

News
障害者控除対象者
認定証を交付します
問 長寿介護課 ☎684・1071

「障害者控除対象者認定証」を下記の対象者
に交付します。

■対象者
　控除を受けようとする年の12月31日現在（対象
年中に死亡された場合は死亡日現在）に、次の❶
❷ともに該当する方
❶�65歳以上で、要介護認定を受けていること
　（要支援１、２の方は非該当）
❷�認定審査時の「主治医意見書」または「認定調査」の
「日常生活自立度」の欄に一定の記載があること
■申請方法
　申請者の印鑑（申請者と対象者が異なる場合は
対象者の印鑑も必要）と対象者の被保険者番号が
分かるものを長寿介護課に持参し、対象者本人ま
たは親族が申請してください。
※ 同程度の障害区分に該当する障害者手帳を持っ

ている方や非課税の方は申請不要です。

立って行う
体操の時に、
足の指に力が
入りやすい！

県
理
学
療
法
士
会

鶯  

春
夫
会
長 

▲
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● 費用などの記載がない場合、無料です。

※実施の可否などについては、お問い合わせください。

年
末
個
別
金
融
相
談

　
中
小
企
業
の
経
営
者
を
対
象
と

し
た
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
な
ど
の

融
資
制
度
に
関
す
る
相
談
会
で
す
。

【
日
時
】11
月
26
日（
金
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
場
所
】う
ず
し
お
会
館
３
階

　
　
　
鳴
門
商
工
会
議
所
相
談
室

問 

同
会
議
所 

☎
６
８
５・３
７
４
８

消
防
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　
訓
練
開
始
時
に
消
防
車
両
の
サ

イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
の
で
、
火
災

と
間
違
わ
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

【
日
時
】11
月
14
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時

【
場
所
】大
津
町
備
前
島 

　
　
　
市
給
食
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

問 

警
防
課 

☎
６
８
４・１
３
３
５

患
者
さ
ん
の
命
を
守
る
た
め

４
０
０
㍉
献
血
に
ご
協
力
を

【
日
時
】11
月
15
日（
月
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
午
後
４
時
30
分

【
場
所
】本
庁
舎
南
側
駐
車
場

問 

県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　 

☎
６
３
１・３
２
０
０

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
案
内

　
11
月
13
日（
土
）は
午
前
８
時
30

分
か
ら
正
午
ま
で
、
ご
み
の
持
ち

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

問 

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　 

☎
６
８
３･

７
５
７
３

市
民
課（
土
曜
日
）開
庁
日

　
11
月
６
日（
土
）は
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
０
時
30
分
ま
で
市
民

課
窓
口
を
開
庁
し
ま
す
。
た
だ

し
、
住
所
の
異
動
手
続
き
は
で
き

ま
せ
ん
。

問 

同
課 

☎
６
８
４･

１
１
３
５

今
月
の
納
期

　
▼
国
民
健
康
保
険
料（
６
期
）

　
▼
介
護
保
険
料（
６
期
）

　
▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　（
４
期
）

　
▼
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

　
　（
３
期
）

　
11
月
30
日（
火
）ま
で
に
保
険
課

ま
た
は
指
定
金
融
機
関
で
納
め
て

く
だ
さ
い
。

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
休
止

❶�

11
月
11
日（
木
）午
後
５
時
30
分

か
ら
午
後
11
時
ま
で
は
、
戸
籍

証
明
書
、
戸
籍
の
附
票
の
写
し

の
交
付
、
本
籍
地
利
用
登
録
申

請
を
休
止
し
ま
す
。

※ 

住
民
票
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の

写
し
の
交
付
は
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

❷�

11
月
27
日（
土
）午
前
６
時
30
分

か
ら
正
午
ま
で
は
、
住
民
票
、

印
鑑
証
明
書
、
戸
籍
証
明
書
、

戸
籍
の
附
票
の
写
し
の
交
付
、

本
籍
地
利
用
登
録
申
請
を
休
止

し
ま
す
。

問 

市
民
課 

☎
６
８
４・１
２
０
２

審
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
に
関
す
る
審
議
を
行
う「
第
１
回

鳴
門
市
児
童
福
祉
審
議
会
」を
開

催
し
ま
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
傍
聴
の
際
に
は
マ
ス
ク
の
着
用

　
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
日
時
】11
月
18
日（
木
）午
後
３
時
～

【
場
所
】市
消
防
本
部
３
階
会
議
室

問 

幼
保
連
携
推
進
室

　 

☎
６
８
４・
１
５
６
３

国
立
公
園
の
手
続
き
に
つ
い
て

　
国
立
公
園
内
で
の
工
事
は
、
ご

自
身
の
所
有
地
で
も
事
前
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。
工
事
を
予
定
し

て
い
る
方
や
ご
自
身
の
土
地
が
規

制
対
象
か
確
認
し
た
い
方
は
、
左

記
二
次
元
コ
ー
ド
を
ご
確
認
い
た

だ
き
、
環
境
省
高
松
自
然
保
護
官

事
務
所（
☎
０
８
７・８

１
１・６
２
２
７
）へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

講
座
・
教
室
・
試
験
な
ど

元
気
に
な
ろ
う
会

　
呼
吸
法
や
気
功
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】❶
11
月
13
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

　
　
　
❷
11
月
26
日（
金
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

【
場
所
】❶
里
浦
集
会
所

　
　
　
❷
里
浦
公
民
館

問 
葵
☎
０
８
０・３
１
６
８・４
４
９
３

生
活
・
暮
ら
し

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
り
ま
せ
ん
か

　
市
民
課
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
に
必
要
な
顔
写
真

を
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
無
料
で
撮
影

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。
15
分
程
度
で

申
請
は
完
了
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
日

時
の
予
約
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
請
に
は
本
人
確
認
が
で
き
る
書

類（
運
転
免
許
証
・
保
険
証
な
ど
）

が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
事
業
所
や
グ
ル
ー

プ
な
ど
で
２
人
以
上
の
申
請
希
望

が
あ
れ
ば
、
職
員
が
出
向
く
出
張

申
請
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は

同
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

同
課 

☎
６
８
４･

１
０
９
２

環
境
学
習
館
の
各
種
教
室

　
両
教
室
と
も
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
３
階
環
境
学
習
館
で
開
催
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
同
館

（
☎
６
８
３・７
５
６
８
）へ
。

※
マス
ク
着
用
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
絵
手
紙
教
室

　
手
す
き
は
が
き
な
ど
を
利
用
し

て
絵
手
紙
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】11
月
８
日（
月
）、

　
　
　
12
月
６
日（
月
）

　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

【
定
員
】20
人
程
度（
先
着
順
）

【
準
備
物
】絵
筆
、
水
彩
絵
具
、
墨
汁

▼
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

　
来
年
の
干え

支と

と
ら
の
置
物
を
制
作
。

【
日
時
】11
月
18
日（
木
）、

　
　
　
12
月
16
日（
木
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

【
定
員
】30
人
程
度（
先
着
順
）

【
準
備
物
】布（
50
㌢
×
30
㌢
を
２

～
３
種
類
、裁さ

い

縫ほ
う

道
具（
針
、糸
、

は
さ
み
、
筆
記
用
具
な
ど
）

太
極
拳
で
介
護
予
防
と
認
知
症
予
防

　
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
太
極
拳

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】毎
週
金
曜
日

　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

【
場
所
】ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
お
お
つ

※
そ
の
他
市
内
３
カ
所
で
実
施
。

【
対
象
】65
歳
以
上
の
方

【
費
用
】千
円（
１
カ
月
）

【
問
・
申
し
込
み
】太
極
拳
を
楽
し

　
む「
パ
ン
ダ
の
会
」太
田（
☎
６

　
８
５
・６
１
７
７
）へ
。
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無料相談
行政相談 日時  11月12日（金） 13：00～16：00
場所  市役所本庁１階 市民相談室　担当：山田
問 秘書広報課 ☎684・1118
人権相談 日時  11月12日（金） 13：30～16：30
場所  人権福祉センター
問 人権推進課 ☎684・1423
成年後見制度相談 ※原則予約
日時  11月17日（水） 13：30～15：30
場所  市役所本庁１階 市民相談室
問 長寿介護課 ☎684・1175
成年後見・相続・遺言の相談 日時  11月12日（金）
　13：00～15：00 場所  斎田公民館（鳴門高校裏）
問 コスモス成年後見サポートセンター ☎679・4440
女性・子ども相談 日時  月～金曜（休日除く）
　９：00～17：00 場所  女性子ども支援センター
問 ぱぁとなー ☎684・1413、☎684・1408
心配ごと相談 日時  毎金曜（休日除く） 10：00～15：00
場所  鳴門ふれあい健康館２階
    　市社会福祉協議会相談室
問 市社会福祉協議会 ☎685・7170
職業相談 日時  11月17日（水） 13：30～14：30
場所  人権福祉センター１階 応接室
問 ハローワーク鳴門 ☎685・2270
障がい者相談 日時  月～金曜（休日除く）
   ８：30～17：00 場所  基幹相談支援センター
問 同センター ☎678・8280 FAX678・8281
NPO相談 日時  月～金曜（休日除く） ９：00～17：00
場所  市民協働推進課
問 同課 ☎684・1200
消費生活相談 日時  月～金曜（休日除く）
   ９：30～15：30 場所  消費生活センター
問 同センター ☎686・3776
電話法務相談
　日本市民法務サポート代表理事の森江 大蔵氏に
よる無料電話相談
日時  11月21日（日）21：00～22：00
内容  くらしの法務相談全般
電話番号  ☎080・4138・5462

年金相談 ※要予約
日時  11月４日、18日（各木曜日） 10：00～15：00
場所  市役所本庁１階 第１会議室
問 街角の年金相談センター徳島 ☎657・3081
若者の就労相談会 ※要予約
日時  11月10日、17日、12月１日（各水曜日）
　　 13：00～16：00
場所  市役所本庁舎周辺（予約時に要確認）
問 とくしま地域若者サポートステーション
　 ☎602・0553
もの忘れ相談
日時  11月24日（水） 14：00～16：00
場所  市役所本庁１階 市民相談室
問 基幹型地域包括支援センター ☎615･1417
介護者家族の会による相談
日時  11月９日、30日（各火曜日） 10：00～15：00
場所  鳴門ふれあい健康館２階
　　 市社会福祉協議会相談室
問 基幹型地域包括支援センター ☎615･1417

不動産相談 日時  11月16日（火） 13：00～16：00
場所  市役所本庁１階 市民相談室
問 徳島県宅地建物取引業協会 ☎625・0318

【
対
象
】原
則
60
歳
未
満
の
方

【
ト
ラ
イ
ア
ル
期
間
】採
用
後
か
ら

　
２
カ
月
間

【
時
給
】８
５
０
～
千
円

※ 

仕
事
内
容
に
よ
り
決
定
。
期
間

終
了
後
継
続
雇
用
と
な
っ
た
場

合
は
、
各
施
設
の
賃
金
体
系
に

基
づ
き
支
給
。

【
近
隣
対
象
施
設
】特
別
養
護
老
人

 
ホ
ー
ム 

春
潮
苑（
撫
養
町
立
岩
字

五
枚
１
４
６ 

☎
６
８
６・２
０
８
０
）

問 
徳
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

　 
☎
６
２
５
・
２
０
４
０

放
送
大
学
入
学
生
募
集

　
４
月
入
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

【
出
願
期
間
】●
第
１
回
：
令
和
４

年
２
月
28
日（
月
）ま
で
●
第
２
回
：

令
和
４
年
３
月
15
日（
火
）ま
で

問 

同
大
学 

徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　 

☎
６
０
２・０
１
５
１

催
し
・
イ
ベ
ン
ト

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
日
程

■
Ｊ
１
リ
ー
グ

●
11
月
３
日（
水
・
祝
）午
後
２
時
～

　
対 

セ
レ
ッ
ソ
大
阪

問 

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス

　 

☎
６
７
２・７
３
３
９

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門

■
本
場
開
催

●
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
ル
ネ
サ
ン
ス
杯
競
走

　
11
月
３
日（
水
・
祝
）～
７
日（
日
）

●��

第
５
回
鳴
門
天
然
温
泉
あ
ら
た

え
の
湯
な
る
み
丸
カ
ッ
プ
競
走

　
11
月
11
日（
木
）～
15
日（
月
）

●�

第
５
回
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｊ
Ｉ

　
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
杯
競
走

募
　
　
集

新
池
川
清
掃
活
動（
Ｅ
Ｍ
団
子
投
入
）

　
水
仙（
１
５
０
０
株
）の
植
栽
も

行
い
ま
す
。
移
植
ゴ
テ
を
お
持
ち

の
方
は
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
焼
き
芋
の
お
接
待
が
あ
り
ま
す
。

【
日
時
】11
月
14
日（
日
）午
前
９
時
～

【
場
所
】新
池
川
広
場

問 

新
池
川
を
き
れ
い
に
す
る
会 

乾

　 

☎
０
９
０・３
１
８
１・１
４
０
２

ト
ラ
イ
ア
ル
介
護
職
員
募
集

　
地
域
の
介
護
施
設
で
介
護
業
務

な
ど
を
行
う
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

無
資
格
・
未
経
験
で
も
可
。
ま
ず

は
２
カ
月
間
の
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
募
集
期
間
】令
和
４
年
１
月
末
ま
で

　高松自動車道の大代古墳トンネル上にある古墳で、古墳の模
型や石棺レプリカなどを展示します。
【日時】11月23日（火・祝）
　　　午後１時～３時
※駐車場は市し尿処理場へ。
※マスク着用でお越しください。
問 生涯学習人権課 ☎686・8807

国指定史跡
鳴門板野古墳群 「大代古墳」一般公開

　
11
月
22
日（
月
）～
26
日（
金
）

問 

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門

　 

☎
６
８
５
・８
１
１
１

暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

む
や
開
設
３
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
ポ
ン
菓
子
や
た
い
焼
き
、
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
、
ぜ
ん
ざ
い
、
手
芸

品
な
ど
の
販
売
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
防
災
食
の
試
食
や
記
念
品
の

配
布
も
あ
り
ま
す
。

※ 

暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と

は
、
居
場
所
づ
く
り
・
住
民
主
体

に
よ
る
介
護
予
防
活
動
と
生
活

支
援
サ
ポ
ー
ト
の
拠
点
で
す
。

【
日
時
】11
月
23
日（
火
・
祝
）

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

【
場
所
】暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
む
や（
大
道
銀
天
街
内
）

問 

同
セ
ン
タ
ー

　 

☎
６
６
１・０
７
７
３
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※実施の可否などについては、お問い合わせください。

鳴
門
市
民
劇
場
11
月
例
会

「
マ
ク
ベ
ス
」劇
団
東
演
公
演

　
こ
ん
な
時
だ
か

ら
こ
そ
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
！
今
ま
で

に
見
た
こ
と
の
な
い

「
マ
ク
ベ
ス
」
を
お

届
け
し
ま
す
。

【
日
時
】11
月
８
日（
月
）

　
　
　
午
後
２
時
開
演

※ 

い
つ
も
と
開
演
時
間
が
異
な
り

ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
場
所
】藍
住
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル

【
費
用
】５
千
円（
入
会
金
２
５
０
０

　
円
、
月
会
費
２
５
０
０
円
）

※
入
会
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問 

市
民
劇
場 

☎
６
８
４・１
７
７
７

賀
川
豊
彦
記
念
館
イ
ベ
ン
ト

　
全
て
の
イ
ベ
ン
ト
を
同
館
で
開

催
。
参
加
費
２
０
０
円
が
必
要
で

す
。
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は

同
館（
☎
６
８
９・５
０
５
０
）へ
。

■�

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会

【
日
時
】11
月
６
日（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

【
対
象
】幼
児
～
小
学
校
低
学
年

■ 

友
愛
読
書
会

【
日
時
】11
月
６
日（
土
）

　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
３
時
30
分

【
課
題
図
書
】神
は
わ
が
牧
者
―
賀

川
豊
彦
の
生
涯
と
そ
の
事
業
―

■
賀
川
豊
彦
学
習
講
座

　「
賀
川
豊
彦
を
支
え
た
妻
ハ
ル

　
の
家
族
と
友
人
」

【
日
時
】11
月
27
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

【
講
師
】賀
川
豊
彦
氏
の
孫

　
　
　
冨
澤 

康
子
氏

■�「
賀
川
豊
彦
に
関
す
る
作
文
」「
わ

た
し
の
将
来
・
夢
に
つ
い
て
の
作

文
」表
彰
式
・
優
秀
作
品
発
表
会

【
日
時
】11
月
28
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

鳴
門
フ
ァ
ミ
サ
ポ
イ
ベ
ン
ト

　
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
は
、

鳴
門
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー（
☎
６
８
３・０
７
８
８
）へ
。

■「
ぶ
っ
く
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
た
い
む
」

【
日
時
】11
月
９
日（
火
）

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時

【
場
所
】鳴
門
ふ
れ
あ
い
健
康
館

　
　
　
３
階 

小
会
議
室

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
市
役
所
本
庁
２
階
で
開
催
。

■�「
墨
絵
ク
ラ
ブ
」に
よ
る
展
示

　（
日
本
画
）

【
期
間
】 11
月
１
日（
月
）～
12
日（
金
）

■�「
里
む
す
め
」に
よ
る
展
示

　（
押
し
花
）

【
期
間
】 11
月
15
日（
月
）～
26
日（
金
）

■ 「
花
音
」に
よ
る
展
示（
押
し
花
）

【
期
間
】 11
月 

29
日（
月
）～

　
　
　 

12
月
10
日（
金
）

※
市
役
所
開
庁
時
の
み
観
覧
可
。

問 
文
化
交
流
推
進
課

　 
☎
６
８
４・
１
２
１
４

す
く
す
く
！
Ｎ
＊
Ｃ
Ａ
Ｐ
開
催

【
日
時
】12
月
５
日（
日
）

　
　
　
正
午
～
午
後
４
時

【
場
所
】鳴
門
教
育
大
学

【
対
象
】小
学
１
～
６
年
生

【
定
員
】25
人（
先
着
順
）

【
講
師
】同
大
学
准
教
授

　
　
　
栗
原 

慶
氏

【
準
備
物
】水
筒
、
汚
れ
て
も
よ
い
服

【
問・申
し
込
み
】11
月
22
日（
月
）か

　
ら
26
日（
金
）ま
で
に
子
ど
も
い
き

い
き
課（
☎
６
８
４・１
２
２
５
）へ
。

染
色
教
室「
彩
」バ
ザ
ー

【
日
時
】11
月
20
日（
土
）、21
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
場
所
】キ
ョ
ー
エ
イ
鳴
門
駅
前
店

※ 

藍
染
・
草
木
染
作
品
、
日
用
品

を
出
品
。
感
染
症
対
策
の
た
め
、

分
散
来
場
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問 

坂
田 

☎
０
９
０・２
８
２
１・９
７
０
８

催
し
・
イ
ベ
ン
ト

鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
鳴
門
百
景�

写
真
展
」

　
２
０
２
０
年
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
の
入
賞
作
品
を
展
示
。

【
期
間
】11
月
３
日（
水
・
祝
）～

　
　
　
23
日（
火
・
祝
）

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

問 

公
園
緑
地
課 

☎
６
８
３・６
５
５
６

鳴
門
ウ
チ
ノ
海
新
鮮
市

　
新
鮮
な
海
産
物
や
加
工
品
な
ど

を
販
売
し
ま
す
。
５
店
舗
そ
れ
ぞ

れ
で
３
０
０
円
以
上
お
買
い
上
げ

の
方
に
、
次
回
か
ら
利
用
で
き
る

ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
ま
す
。

【
日
時
】11
月
６
日（
土
）

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

【
場
所
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

問 

鳴
門
ウ
チ
ノ
海
新
鮮
市
実
行

　 

委
員
会
☎
６
８
４・１
１
５
２

島
田
小
学
校
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
２
０
２
１�

メ
モ
リ
ア
ル

　
大
鳴
門
橋
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
全

長
30
㍍
以
上
の
巨
大
な
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
島
田
島
に
出
現
！

【
期
間
】令
和
４
年
１
月
31
日（
月
）

　
　
　
ま
で

　
　
　
毎
日
午
後
５
時
～
10
時

【
場
所
】島
田
小
学
校

※ 

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
。

11月は「子ども・若者育成支援11月は「子ども・若者育成支援
推進強化月間」です推進強化月間」です

　ほっとできる「居場所」がどこにもないー。
そんな子ども・若者が増えています。
　未来を担う子ども・若者たちのために、何がで
きるか考え、行動に移してみませんか？ 

2016年度
2019年度

3.8％→
5.4％

■「どこにも居場所がない」とする子ども・若者の割合

吉野川洪水意識調査
アンケート協力のお願い

　近年、ゲリラ豪雨や大型台風による未曾有の災害
が全国各地で発生しています。施設能力を超過する
洪水が発生するなど、大規模災害の発生が予測され
ることから、今後の減災対策に役立てるために、吉
野川流域の洪水浸水想定区域にお住まいの皆さんに
アンケートのご協力をお願いしています。
　これは、「流域治水プロジェクト」の一環として実施し
ています。このプロジェクトは国、自治体などが協働し、
河川整備および雨水貯留浸水施設など、重点的に実
施する治水対策の全体像をとりまとめたものです。

問 国土交通省 徳島河川国道事務所 河川調査課
　 ☎654・9611

◀アンケート
　回答用
　ウェブサイト

◀市内洪水浸水
　想定区域
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―
く
ら
し
の
中
の
書
―

博
逢（
岩
丸�
博
美
）

　
博
逢（
岩
丸 
博
美
）さ
ん
の
心

に
響
く
言
葉
や
文
字
の
書
作
品
を

約
15
点
展
示
し
ま
す
。

【
期
間
】11
月
２
日（
火
）～
30
日（
火
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
６
時

※
月
曜
日
は
休
館
。

【
場
所
】カ
フ
ェ
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
ズ

問 

同
所 

☎
６
８
７
・０
９
３
３

図
　
書
　
館

11
月
の
休
館
日

▼
２
日（
火
）

▼
５
日（
金
・
館
内
整
理
日
）

▼
９
日（
火
）▼
16
日（
火
）

▼
23
日（
火
・
祝
）▼
30
日（
火
）

問 

同
館 

☎
６
８
５・０
２
５
５

第
15
回�

手
づ
く
り
絵
本
ク
ラ
ブ

「
く
れ
よ
ん
」展

　
家
族
や
子
育
て
な
ど
、
身
近
な

出
来
事
を
題
材
に
し
た
手
づ
く
り

の
絵
本
を
展
示
し
ま
す
。

※ 

ミ
ニ
カ
ー
ド
作
り
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
ま
す
。

【
期
間
】11
月
19
日（
金
）～
21
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

【
場
所
】図
書
館
３
階

　
　
　
コ
ウ
ノ
ト
リ
ホ
ー
ル

問 

手
づ
く
り
絵
本
ク
ラ
ブ「
く
れ

　 

よ
ん
」 

☎
６
８
６・７
２
９
１

▶11月１日～ 新型コロナワクチン接種最新情報
▶11月16日～ ～住宅用火災警報器の確認を～
鳴門ビデオボランティア制作番組
▶11月１日～ 徳島南部自動車道
　　　　　　 ／豊田 三郎（大麻町）
▶11月16日～ 樫原棚田の秋／板東 公

いさお

（徳島市）
放送チャンネル・時間
テレビ鳴門�（111ch）８、13、23時～
行政情報�　（122ch）７、12、16、18、21、22時～ 

　市では、広報紙やテレビ、SNSなどさまざまな
媒体を活用して情報発信を行っています。今後、
より効果的に市政の情報や鳴門の魅力を発信して
いくため、皆さんから広報活動全般に関する意見
や提案を募集します。
　二次元コードから回答フォームにアクセ
スし、お気軽にご意見をお寄せください。

市の広報活動に関する
皆さんの声を募集しています

問 秘書広報課 ☎684・1118

テ
レ
ビ
広
報
な
る
と  

番
組
ガ
イ
ド

浄化槽法定検査のお知らせ浄化槽法定検査のお知らせ
　浄化槽を設置されている方は、１年に１回浄化槽
の水質に関する検査（法定検査）を
受けなければならないと浄化槽法
に規定されており、業者が行う保
守点検・清掃とは別に受けなけれ
ばなりません。

　次の期間に、徳島県知事指定検査機関である（公
社）徳島県環境技術センター（☎636・1177）から
対象となるご家庭、施設に連絡・訪問しますので、
ご協力をお願いします。
▶期　　間　 11月８日（月）～22日（月）
▶対象地域　市内全域

ガバメントクラウドファンディング に挑戦しています！

■「TNR活動」とは
　　捕獲（Trap)し、不妊・去勢手術

（Neuter）をして、元の場所へ戻す
（Return)活動。

　ふるさと納税ポータルサイト「ふるさとチョイス」
（下記二次元コード）からからお申し込みください。

申し込み方法12月29日（水）まで受付期間

❶「板東俘
ふ

虜
りょ

収容所の交流を伝える会～豊の部屋～」
　展示施設開設事業
❷「鳴門ねこの会」活動支援事業

対象事業

❶ 板東俘虜収容所でのドイツ兵捕虜と地元住民との交
流の史実を伝え、現代まで続く子孫たちの交流の輪
を次世代につなげていくことを目的に開設する予定
の「豊の部屋」の開設準備費用を募集します。

❷ 飼い主がいない猫に対するTNR活動や医療費、保護
猫の医療費や飼育費、啓発活動費用を募集します。

事業内容

❶100万円 ❷150万円目標金額

❶ ❷
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　骨髄・末
ま っ

梢
しょう

血管細胞を提供した方の経済的負担を軽減し、ドナーが
骨髄等を提供しやすい環境の整備を図るため、骨髄等を提供した方と、
その方が勤務する事業所に対して助成金を交付します。
※提供完了日から90日以内に申請してください。
※ 詳細は、市公式ウェブサイトに掲載しています。下記二次元コード

からアクセスするかトッ
プ ページから「骨髄等
移植ドナー助成金」で検
索してください。

Health�Info
健康相談

【日　時】11月９日（火）、25日（木）
　　　　午前９時30分～11時
【場　所】鳴門ふれあい健康館１階
■糖尿病重点相談
【日　時】11月25日（木）
　　　　午前９時～午後５時
【場　所】鳴門ふれあい健康館１階

乳幼児健診
※対象となるお子さんには、個別に案内

通知文をお送りします。詳細について
は、表題《母子保健、栄養指導》までお
問い合わせください。

【場　所】鳴門ふれあい健康館３階
実…実施日
■３歳児健診�実 11月12日（金）
■１歳６カ月児健診 実 11月18日（木）
■股関節脱臼検診 実 11月19日（金）

プレママパパ教室／離乳食相談
■プレママパパ教室
　▶妊娠後期編 11月９日（火）
　　　　　　　 午後２時～３時30分
　▶沐浴実習編 11月22日（月）
　　　　　　　 午後２時～３時
【場　所】鳴門ふれあい健康館１階
■離乳食相談
【日　時】11月11日（木）
　▶初期編　午前10時30分～11時30分
　▶中・後期編　午後２時～３時
【場　所】鳴門ふれあい健康館3階
【申し込み】11月９日（火）までに、　表題

《子育て世代包括支援センター》へ。

　受診は救急患者に限られ、往診はでき
ません。当番医は変更となる場合があり
ます。お問い合わせはテレホンガイド（☎
685・3322）まで。
【診療時間】 午前９時～午後10時
※午後10時からは、徳島県鳴門病院など

二次救急医療機関をご利用ください。
11月３日（水・祝）兼松病院（斎田）
 ［内・外・胃］ ☎685・4537
　　７日（日）うずしお眼科（大桑島）
� ［眼］  ☎684・3311
　　14日（日）原田医院（大谷）
� ［内・胃・循］ ☎689・2108
　　21日（日）小川病院（斎田）
� ［内・呼・消］ ☎686・2322
　　23日（火・祝）森本内科循環器科（木津野）
� ［内・循］ ☎686・8181
　　28日（日）すがい眼科（吉永）
� ［眼］  ☎685・4611

休日当番医

骨髄等移植ドナー助成金を
交付します

助成
事業

相 �談

　断酒会は酒害（アルコール依存症や問題飲酒）のある本人や家族のた
めの自助グループです。
　お酒に関する問題を抱えている方はぜひお気軽
にご相談ください。
【日　時】毎月第１、第３木曜日　午後６時～８時
【場　所】鳴門ふれあい健康館３階 中会議室

お酒に関するお悩みについて
ご相談ください

作��

り��

方

1	シメジとマイタケは石づきを切り、小房にほぐしておく。エリンギ
は３㌢の長さに切り、適当な太さになるように手で割いておく。

2 パプリカは３㌢の長さの千切りにし、ベーコンは１㌢幅の短冊切り
にする。

3 ブロッコリーは小房に分け、塩（分量外）を加えた湯で茹でて水気を
切っておく。

4 冷たいフライパンに、ニンニクとオリーブオイルを入れて弱火で加
熱する。

　香りが立ったらベーコンを加え、こんがりとするまで炒める。
5 キノコ類を加え、キノコに火が通ったら、パプリカとブロッコリー

を加えてさらに炒める。
　塩とコショウで味を調えたら皿に盛り付け、仕上げに粉チーズを散

らす。

材��

料��（
４
人
分
）

・シメジ …………………… 80㌘
・マイタケ ………………… 80㌘
・エリンギ ………………… 80㌘
・パプリカ（赤・黄） …… 各40㌘
・ブロッコリー ……………160㌘
・薄切りベーコン ………… 40㌘

■１人分の栄養価
エネルギー：116kcal／たんぱく質：6.0㌘／脂質：8.3㌘／糖質：7.4㌘／
食物繊維：4.2㌘／食塩相当量：0.5㌘

おいしいレシピおいしいレシピ
たっぷりたっぷり野菜野菜

きのこたっぷり
ブロッコリーの
温サラダ

・おろしニンニク ………… 4㌘
・オリーブオイル
　　……… 大さじ１・小さじ１
・塩・コショウ ………… 各少々
・粉チーズ
　　……… 大さじ１・小さじ１
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　日常生活の中にも、予期せず起こってしまう子どもの事故が多く潜んでいます。
　周りの大人が年齢や成長段階に合わせた適切な対応をすることで、子どもの事故を防ぐことができます。

　起こりやすい事故とその予防法、応急手当については、消費者庁ウェ
ブサイト「子どもの事故防止ハンドブック（右記二次元コード）をご覧くだ
さい。

すこやかライフ
健康な生活を送りましょう

《母子保健、栄養指導》☎684・1232　《成人保健》☎684・1137　《予防接種》☎684・1619
《子育て世代包括支援センター》☎684・1561　〒772・0003  撫養町南浜字東浜24-2   FAX 684・1114 

mail 同課：kenko@city.naruto.i-tokushima.jp　同支援センター：neuvola@city.naruto.i-tokushima.jp

　　　お問い合わせ　鳴門ふれあい健康館内　健康増進課、子育て世代包括支援センター

お 知
ら せ

■受診の際は、事前に受診方法について確認をしましょう。
■�医療機関によっては、感染予防のため、時間の特定や別の場所で診療を行います。事前に受診時の注意事項
を確認してから受診しましょう。

発熱時に医療機関を受診する際のお願い
～STOP!いきなり受診 受診の前に必ず電話相談を～

かかりつけ医がないなど、相談先に迷う場合は「受診・相談センター」にご相談ください。
センターから受診可能な「診療・検査協力医療機関」や受診方法についてご案内します。

受診・相談センター ☎0570・200・218（24時間対応）

お 知
ら せ 子どもの事故を防止しましょう

起きやすい事故 予防のポイント

転落・転倒
・赤ちゃんはひとりでソファ、椅子などに寝かせない
・箱、家具など、踏み台になるような物をベランダや窓際に置かない
・階段や段差のある所には安全柵をつける

やけど
・赤ちゃんが近くにいるときや抱いたまま熱いものを扱わない
・アイロン、ポット、鍋などは子どもの手の届かない所に置く
・ストーブなどには安全柵をつける

溺水 ・浴槽に残し湯をしない
・水遊びのときはライフジャケットをつけ、目を離さない

誤飲・誤
ご

嚥
えん

・窒息 ・赤ちゃんは硬めの敷布団に寝かせ、周囲に物を置かない
・医薬品、洗剤、硬貨、たばこなど、誤飲の恐れのある物は手の届かない所に置く

交通事故
・手をつないで歩く
・自転車に乗せるときはヘルメットを着用させる
・自動車に乗せるとき、６歳未満はチャイルドシートを使用する

発熱などの症状が出た場合は、
すぐに医療機関を受診せず、
まずは電話でかかりつけ医にご相談ください。

地域の医療を守るため、市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。
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1111月５日月５日はは「津波防災の日」「津波防災の日」
東日本大震災を教訓とし、津波対策についての理解と関心を深めるた

め、毎年11月５日を「津波防災の日」と定めています。
　「南海トラフ巨大地震」は今後30年以内に70～80％程度の確率で発生する
といわれています。被害を最小限に抑えるためには、日頃からの備えが重
要です。次の５つの項目を再確認しましょう。

まずは揺れから身を守る

　南海トラフ巨大地震の特徴は大きな揺れが長
く続くことです。揺れによる家屋の倒壊や家具
の転倒によりけがをすると、
迅速な避難ができません。
事前に住宅の耐震化や家具
の転倒防止を行いましょう。

迅速な避難行動

　南海トラフ巨大地震が発生した場合、本市で
は地震発生から48分後に里浦海岸に津波が到達
するといわれています。津波から命を守るため
には、迅速に逃げることが最も大切です。日頃
から家族で話し合い、避難場所の確認や安否確
認のルールを作っておきましょう。

避難したら
警報が解除されるまで戻らない

　津波は長い時間繰り返し襲ってきます。第一
波よりも第二波や第三波が大
きいこともあります。警報が
解除されるまでは絶対に安全
な場所から離れないようにし
ましょう。

　地震・津波などの災害発生時に備え、次のとおり訓練放送を行います。
この訓練放送は、全国瞬時警報システム（Jアラート）の緊急地震速報を
用いたもので、鳴門市以外の地域でも訓練放送が行われる予定です。

緊急地震速報訓練

1111月月５５日（金）午前日（金）午前1010時ごろ時ごろ

上りチャイム
「こちらは防災鳴門市です」
「ただいまから訓練放送を行います」
「（チャイム音） 緊急地震速報。大地
震です。大地震です。これは訓練放
送です」×３回

「こちらは防災鳴門市です」
「これで、訓練放送を終わります」
下りチャイム

実施日時実施日時

試験放送の内容

※�同日、兵庫県で津波避難一斉訓練が行われる予定で、午前10時ご
ろに緊急速報メールが配信されます。鳴門市内の一部の地域でも緊
急速報メールを受信する可能性があります。内容をご確認いただき、
お間違えのないようお願いします。

※�当日の気象・地震活動などの状況によっては、中止する場合があります。

　津波避難マップをご覧になりたい
方は危機管理課へお問い合わせいた
だくか、市公式ウェブサイト（右記
二次元コード）をご確認ください。

問�危機管理課�☎088・684・1711

１ ２

４率先避難がみんなを救う

　状況を確認し、避難し
ている人を見てから避難
する人もいます。「津波が
来るぞ」と呼び掛けながら
避難する率先避難者が、
多くの人の命を救います。

３

津波避難マップの確認

　市では、南海トラフ巨大地震が発生した場合の
津波浸水想定区域・津波避難場所・避難経路など
を記した「津波避難マップ」を公表しています。マッ
プを活用し、日頃からお近くの津波避難場所・避
難経路を確認し、事前の備えをしておきましょう。

５
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問�商工政策課�☎088・684・1213

　ウィズコロナ時代およびポストコロナ時代の経済社会の変化に対
応するため、以下の❶～❸のいずれかを行い、企業の成長・発展
を図る市内中小企業者の皆さんを支援します。詳細は、商工政策
課へお問い合わせいただくか、市公式ウェブサイトをご覧ください。

※�❶～❸については、中小企業者自身にとって初めての取り組みである必要があります。
【要　　件】��申請前の直近６カ月間のうち任意の連続した３カ月の合計売上高が、平成31年１月から令和２

年３月までの間の同月の合計売上高と比較して20％以上減少していること�など
【上限額・補助率など】 上限額100万円、補助率1/2以内
【対象経費】�事業費（原材料費、機械・設備等費など）、人材育成費、謝金、旅費�など
【対象期間】�令和３年４月１日から令和４年３月31日まで
【申請期限】�11月24日（水）午後５時必着（※）

事業名 概要／補助対象経費 上限額・補助率など 申請期限

事業拡大
支援事業

新商品、新サービスなどの開発に伴う事業拡大
に要する経費を補助（単年度申請で最大2年。補
助上限内で認める）／事業費、人材育成費など

上限額�200万円
補助率�1/2以内 11月24日（水）

午後5時必着
（※）

創業促進事業 市内で創業する際に要する経費を補助／土地・建
物購入費、建物改修費、設備・備品購入費など

上限額�50万円　
補助率�1/2以内

国内外販路
開拓支援事業

自社製品の国内外への販路開拓のための経費を
補助／
①展示会出展（オンライン含む）などの経費
②クラウドファンディングに要する経費

①上限額�国内20万円
　　　　�国外40万円
　補助率�1/2以内
②上限額�20万円
　補助率�1/2以内

随時受け付け知的財産権
取得支援事業

自社開発した製品・サービスなどの知的財産権
の取得に要する経費を補助／出願料など

上限額�20万円　
補助率�1/2以内

創業関係融資
信用保証料
補填補給金

創業者が創業時または創業後５年未満に借り入
れをする際に必要となる信用保証料に対して支
援を行います（徳島県創業者無担保資金による
借り入れを行ったものに限る）

保証料率が0％に
なります。　　　

■�詳細は、商工政策課（☎088・684・1213）までお問い合わせいただくか、市公式ウェブサイト
またはエコノミックガーデニング鳴門のホームページ(下記二次元コード)をご覧ください。

■�予算の範囲内での補助となります。
■�各補助金に対し、同じ事業は併用不可となります。
※��11月24日（水）午後５時までに商工政策課へ計画認定の申請をしてくださ
い。12月中旬以降に事業計画認定のためのプレゼンテーションをしていた
だく予定です。

新型コロナウイルス感染症新型コロナウイルス感染症
対応事業所支援事業補助金対応事業所支援事業補助金

新商品の
開発1 新サービスの

提供2 新たな
取り組みの
実施3

鳴門市がんばる中小企業応援パッケージ事業鳴門市がんばる中小企業応援パッケージ事業
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【日時】12月３日（金）14：00～16：00
　オンラインでの開催予定です。観覧方法は、生涯
学習人権課までお問い合わせください。
▶第１部　児童・生徒・学生の人権問題に関する作文発表
▶第２部　人権問題講演会
　　　　　演題：「部落差別解消推進法」公布・施行
　　　　　５年目を迎えて―成果と課題―
　　　　　講師：友永�健三さん（部落解放・人権研究所�名誉理事）

’21ヒューマンライツメッセージなると

【日時】11月10日（水）15：00～
　　　12月７日（火）16：00～
【場所】パワーシティ鳴門店前

人権週間　街頭啓発

【日時】11月24日（水）19：00～20：30
【場所】人権福祉センター３階�大会議室

女性交流学習会

11月10日（水）～12月10日（金）

鳴門市人権教育推進強調月間中の取り組み

　人権問題は私たち一人ひとりが取り組んでいくことにより、はじめて解決できる
ものです。身近で行われている行事に積極的に参加し、同和問題をはじめとするさ
まざまな人権問題について、家庭や学校、地域、職場などで話し合ってみましょう。
※�各行事の参加に際しては、手指消毒やマスクの着用など、新型コロナウイルス感
染症対策にご協力ください。

問�人権推進課
　�☎088・684・1148
　�生涯学習人権課
　�☎088・686・8803

 学校や地域での人権に関する行事 学校や地域での人権に関する行事

第54回鳴門市人権教育研究大会
　感染症対策のため、研究内容についてまとめた研究
紀要、大会要項などによる「書面開催」とします。各会
場で公開授業や保育、研究討議は行いません。
【研究指定校】板東公民館、認定子ども園すくすく、
　撫養幼稚園、撫養小学校、大津西小学校、黒崎小
　学校、桑島小学校、第一小学校、第一中学校

2021鳴門市人権地域フォーラム
【日時】11月19日（金）13：30～16：30
【場所】ボートレース鳴門�なるちゃんホール
【テーマ】「ひとごと」から「わがこと」へ
　～自己をみつめ、語り、人と人とがつながる人権学習～

　地元の大人や子どもたちによる人権問題に関する
習字や図画、標語の展示など、各地域で人権に関す
る催しが行われます。

▶第一中学校区
人権交流グラウンド・ゴルフ大会
／木津ふれあい運動場
　11月27日（土）9：00～11：00 
黒崎地区人権作品展 ・人権問題研修会
／黒崎集会所
12月６日（月）10：00～18：00、７日（火）10：00～16：00
12月８日（水）19：00～20：00（人権問題研修会）
桑島地区人権交流会 ・研修会
12月１日（水）19：00～20：00／桑島公民館
人権問題研修会 講師：鍋島 治秀さん
(市人権教育推進協議会会長) 
12月５日（日）13：30～16：00／大桑島濘岩公園
人権交流グラウンド・ゴルフ大会

▶第二中学校区
川東人権問題研修会／川東公民館

　11月17日（水）9：30～10：30
　「人権問題の解決に向けて」
▶鳴門中学校区
　鳴門西地区人権文化展
　／鳴門ウチノ海総合公園パークセンターギャラリー
　11月29日（月）～12月6日（月）9：00～17：00
▶大麻中学校区
　大麻地区人権啓発展／堀江公民館 ・板東公民館
　11月30日（火）～12月13日（月）9：00～17：00

テーマ：「人権が共存する人権尊重社会の実現を」
　自分も人も大切に～行動しよう、今わたしにできること～
【期間】11月６日（土）～14日（日）8：30～18：30
【場所】人権福祉センター、川崎会館、
　　　青少年会館、立岩集会所

■開催イベント
人権劇・記念講演会／人権福祉センター３階大会議室

11月９日（火）18：00～
▶人権劇：「ふるさと～想いを受け継いで～」
　DVDによる上映
　出演：大麻中学校人権委員会・生徒会有志の皆さん
▶ 記念講演：「新型コロナウイルスワクチン予約で明らかに

なったこと、支部や隣保館で取り組んだことと今後の課題」
　講師：山崎 鈴子さん（部落解放同盟中央本部女性運動部長）

人権擁護委員による人権相談
／人権福祉センター１階応接室

11月12日（金）13：30～16：30

川崎人権パネル展／川崎会館
11月６日（土）～14日（日）8：30～18：30
展示内容：「インターネットと人権」など

第40回立岩地区ふれあい人権祭
◆学習の広場／立岩集会所

11月６日（土）～14日（日）
8：30～18：30
11月15日（月）～19日（金）
9：00～16：00

 第48回 第48回  鳴門市人権文化祭鳴門市人権文化祭

※ 新型コロナウイルス感染症対策のため、内容変更または中止になる場合が
あります。
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鳴門市成人式鳴門市成人式
令和令和４４年年

令和４年令和４年１１月月８８日（土）日（土）
受付：受付：正午～午後０時正午～午後０時2200分　開式：午後０時分　開式：午後０時3300分～分～

日時

鳴門・大鳴門・大 スポーツパーク アミノバリューホールスポーツパーク アミノバリューホール場所
※今後の新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、式典を延期または中止する場合
　があります。

　成人式の行事の一つとして、「はたちの主張」を募集し
ます。新成人としての新たな出発の記念に、ぜひご応
募ください。

【応募資格】令和４年鳴門市成人式の新成人該当者
【内容】「成人式を迎えるに当たって自分の考えをまとめ
　たもの」
　例：�職場、学校での経験や趣味、スポーツ、ボランティ

ア活動などの自身の体験から、成人を迎える今、
何を感じ、何を考え、何をしようとしているのか、
将来の夢や生き方について�など

【様式】1,200字程度。題名、文体は自由。１人１点。
【応募先】住所、氏名、電話番号を欄外に記入し、郵送、
FAX、メール、持参のいずれかで12月３日（金）（必着）
までに生涯学習人権課へ。

※�FAX、メールで応募する場合は、送信後に同課へ連
絡してください。

【表彰】市長賞、市議会議長賞、教育長賞を各１人（賞状、
　副賞１万円）。応募者全員に記念品。

【発表】入賞作品のうち１点を、成人式当日の式典で発
　�表していただきます。また、広報なると２月号と市
公式ウェブサイトに掲載する予定です。

成人式ボランティア募集

【日時】成人式当日の午前11時から午後２時30分まで
【内容】式典の補助（受付）、記念写真撮影補助など
【対象／定員】市内在住・在学・在勤の高校生から30歳
までの方／10人程度

【申し込み】11月19日（金）までに氏名、住所、連絡先を
　生涯学習人権課内市青年連合会事務所（☎088・686・
8804）へ。

生涯学習人権課
〒772・0003�撫養町南浜字東浜31-36
☎088・686・8804　FAX088・686・8005
メール：seijinshiki@city.naruto.i-tokushima.jp

■成人式に関する問い合わせ先

「はたちの主張」
作文募集

　平成13年４月２日から14年４月１日までに生まれた方で、
❶９月30日現在、本市に住民票がある方
❷10月１日から12月28日までの間に本市に転入された方
❸現在、市外に住民票があり、市内の小学校または中学
　校に在籍したことがある方

該当者

　本市の成人式への出席を希望する方は、12月28日（火）
までに生涯学習人権課へ申請してください。申請書は
同課または市公式ウェブサイトから入手できます。

該当者❷❸の出席申請

　該当者❶の方には、11月12日（金）までに案内状と入場
券兼記念品引換カードをお送りします。
　該当者❷❸の方には、出席申請の受理後、案内状と入場
券兼記念品引換カードをお送りします。令和４年１月５日（水）
までに届かないときは、生涯学習人権課へご連絡ください。

案内状・入場券兼記念品引換カード

　感染症予防のため、必ずマスクを着用してお越しく
ださい。入場時に検温と手指消毒を行います。咳や発
熱（37.5℃以上）などのある方は出席を控えてください。

新型コロナウイルス感染症対策

　参加を希望される保護者の方は、案内状に同封の保護
者参加カードに、参加する方全員の住所、氏名、電話番号
を記入の上、式典当日保護者受付で提出してください。

保護者参加カード
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11月21日（日）は、市長・市議会議員選挙の投票日です。
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な
ど
の
ご
案

内
で
す
。
入
場
券
が
な
け
れ
ば
投
票

で
き
な
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
投
票
日
が
近
づ
い
て
も
入
場
券

が
届
か
な
い
と
き
や
紛
失
し
た
場
合

は
、
投
票
日
に
投
票
所
の
受
け
付
け

へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
選
挙
人
名

簿
と
照
合
し
て
確
認
さ
れ
る
と
投
票

で
き
ま
す
。
な
お
11
月
４
日
以
降
に

市
内
で
住
所
を
移
さ
れ
た
方
は
、
元

の
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
選
挙
公
報
は
各
世

帯
に
配
布
さ
れ
る
と
と
も
に
、
市
役

所
本
庁
１
階
案
内
、
各
公
民
館
、
期

日
前
投
票
所
な
ど
で
も
配
布
し
ま
す
。

当
日
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
で
投
票
に
行
け
な
い
方

投
票
所
ま
で
行
け
な
い
方
は

不
在
者
投
票
で

●
他
の
市
町
村
で
の
投
票

　仕
事
や
旅
行
な
ど
で
他
の
市
町
村

に
滞
在
し
て
い
る
方
は
、
鳴
門
市
か

ら
投
票
用
紙
な
ど
の
交
付
を
受
け
、

滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
へ
持
参

し
て
投
票
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
早

め
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い（
投
票
用

紙
の
請
求
書
は
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
印
刷
で
き
ま
す
）。

※ 

鳴
門
市
に
住
民
票
を
残
し
た
ま
ま
、

　 

大
学
な
ど
に
就
学
す
る
た
め
鳴
門

市
を
離
れ
て
下
宿
な
ど
に
居
住
す

る
学
生
は
、
特
段
の
事
情
の
な
い

限
り
鳴
門
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
て
も
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
る
に
は
、
転
入
届
を
提

出
し
た
日
か
ら
引
き
続
き
３
カ
月

以
上
居
住
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
郵
便
に
よ
る
投
票

　
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
外
出

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
郵
便

に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
で
き

る
方
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
か
戦
傷

病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

で
、
そ
の
障
が
い
の
程
度
が
一
定
の

基
準
に
該
当
す
る
、
郵
便
投
票
証
明

▶
▶

 

投
票
所
・
投
票
日
以
外
で
も
投
票
で
き
ま
す ▶

▶

　各
項
目
の
詳
し
い
内
容
や
投
票
方

法
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市選挙管理委員会事務局 ☎088・684・1178問

未来をつくる大切な１票。忘れずに投票に行こう！

　
開
票
は
、
同
日
午
後
９
時

か
ら
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門 

ウ

ズ
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。

※ 

開
票
速
報
は
、
場
内
放
送

と
場
内
電
子
掲
示
板
で
随

時
行
い
ま
す
。

開票は即日
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鳴門の海岸、きれいに。
市環境衛生組合連合会が清掃活動

　10月９日、鳴門海峡を望む鳴門公園線沿いに位置する海岸
をきれいにしようと、市環境衛生組合連合会主催の一斉清掃
が行われました。地元の自治振興会のメンバーや観光業者な
ど42人が早朝から集まり、海岸に流れ着いた木々やペットボト
ルなどを丹念に拾い集めました。回収されたごみは約370㌔に
上り、同連合会の藤村 松男会長は「地域の皆さんの協力のお
かげでとても美しくなりました。やはりきれいな海岸を見ると気
持ちがいいですね」と充実した表情で汗をぬぐっていました。 海岸に流れ着いたごみを拾い集める参加者

子どもたちの活躍に大きな拍手
ULTIMATE FESTA2021 in NARUTO開催

　（一社）鳴門板野青年会議所主催のイベント「ULTIMATE FESTA
2021 in NARUTO」が10月17日にボートレース鳴門のウズパーク
で開かれました。東京五輪でも注目を集めたスケートボードとバ
スケットボール３×３の大会が行われ、子どもたちが繰り広げる
白熱した演技やプレーに観客からは大きな拍手が送られました。
また、イルミネーション「ミライアス鳴門」の点灯式も同日行われ、
約10万個のLEDが織りなす美しい光が鳴門の夜を彩りました。
ボートレース鳴門正面玄関前で12月25日まで点灯されています。２つの競技（①②）とイルミネーションの様子（③）

宝くじの収益活用の助成金で
みこしなどを整備

　（一財）自治総合センターの宝くじの社会貢献広報事業で
ある「コミュニティ助成事業」を活用し、鳴南地域（里浦町）
のみこしやお練り道具が修繕されました。生まれ変わった
みこしやお練り道具は、10月24日に諏訪神社で行われた「鳴
南地域秋祭り」で初披露。みこしは地域住民の手によって諏
訪神社から粟津港まで担がれた後、お練り道具とともに地
域住民の前で改めて披露されました。地域は喜びの声に包
まれ、コロナ禍に負けずつながりを強めていました。 新しくなったみこしを力強く担ぐ地域住民

未来のスター選手育成を
　10月25日、日本赤十字社徳島県支部から鳴門
市地区に赤十字要支援者用段ボールベッド20セット

（要配慮者用、乳児用各10セット）が配備されまし
た。このベッドは、組み立てが簡単で、背もたれや
転落防止の囲いが設置
されるなど、利用者に配
慮された設計となってい
ます。今後避難所などで
活用される予定です。

段ボールベッドを配備
　徳島ヴォルティスの若手選手育成を支援する
ガバメントクラウドファンディングの寄付金贈呈
式が10月20日に行われました。190人から集まった
3,430,000円の寄付金から事務費などの必要経費
を差し引いた額が贈られ、
トレーニング機器の購入
や若手選手の海外遠征
費、食事環境整備など
の費用に充てられます。

①① ②②

③③



※本紙はカラーユニバーサルデザインに配慮し作成しています。

▼有料広告

各種保険完備・各種手当
昇給賞与あり  勤務地：徳島県内

本社／徳島県鳴門市撫養町立岩字七枚11�
　　　TEL 088-685-4178 FAX 088-685-4179
本店／徳島県徳島市万代町６丁目�0��
　　　TEL 088-625-2100 FAX 088-625-2102

月額基本給  20万円  以上

現場監督・建設作業員
募集中！女性作業員も活躍しています！
正社員（型枠大工・重機オペ・

多能工　経験者優遇）

まずはご連絡ください

なると金時  里むすめ
里浦里浦

里浦ファーム里浦ファーム

鳴門伝統の名産品里むすめ。
ご自宅用、ご進物に最適♥
地方発送も承っております！
下記まで気軽にお問い合わせください！

鳴門市里浦町里浦字花面233-1
☎088-612-8401

JA里浦ファーム

販売開始！

鳴門地方
卸売市場の
HPへ
朝市の休日も
確認できます。

鳴門地方卸売市場

鮮魚朝市
毎朝 午前7時30分～正午 （水曜休）
　　　 （11/2・11/16臨時休業）

鳴門市里浦町粟津西開38‒1
℡ 088-685-3680

市
場
の
朝
市

市場の朝市開催中
マグロの解体ショー
午前10時～

青果朝市
土曜日・日曜日 午前7時30分～正午
月曜日・木曜日 午前7時30分～９時
（雨天決行、祝日は休みます。） （日曜11時まで）

鳴門市鳴門町土佐泊浦字高砂205-29   TEL.088-687-1234

■ 介護医療院鳴門山上病院
■ 介護老人保健施設 いこいの家 鳴山荘
■ 通所リハビリテーションセンター ステップ
■ やまかみ訪問看護ステーション
■ やまかみ訪問リハビリテーションセンター
■ やまかみ指定居宅介護支援事業所

看護・介護職員募集中

関連
施設

診療
科目

■ 内科 ■ 外科
■ 泌尿器科
■ 脳神経外科
■ リハビリテーション科
■ 放射線科
■ 皮膚科
■ 耳鼻いんこう科
■ 眼科

大好評につき11月
毎週日曜日開催

▼有料広告

2021年（
令

和
３

年
）11月

１
日

発
行

　
通

巻
847号

編
集・発

行
　

市
役

所
秘

書
広

報
課

撫
養

町
南

浜
字

東
浜

170　
☎

 088・684・1118

世
帯
数
  26,186世

帯
  （-9）

人
　
口
  55,591人

   （- 29）
（

 ）の
数

値
は

前
月

比
 ※

令
和

３
年

９
月

30日
現

在

▪
出

  生
　

男
  11人

 女
  15人

▪
死

  亡
　

男
  33人

 女
  34人

▪
転

  入
　

男
  51人

 女
  44人

▪
転

  出
　

男
  38人

 女
  45人

鳴門で輝く女性に鳴門で輝く女性にインタビューインタビュー
Close upClose up

ShiningShining
     Woman     Woman
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「満足を超えて
  感動を届けられる仕事を」

MIKA HAYASHI
イラストレーター

だ
き
ま
し
た
。
納
品
し
た
時
も
す

ご
く
喜
ん
で
く
だ
さ
っ
た
の
で
す

が
、
私
の
イ
ラ
ス
ト
を
見
て
生
徒

さ
ん
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
た
と
い

う
の
を
後
か
ら
聞
い
て
、
思
わ
ず

泣
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

お
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
？

　「満
足
を
超
え
て
感
動
を
届
け

ら
れ
る
仕
事
を
」と
い
う
の
を
い

つ
も
心
掛
け
て
い
ま
す
。
人
っ
て

感
動
す
る
と
、
絶
対
思
い
が
伝
わ

る
と
思
う
ん
で
す
。
満
足
だ
け
じ

ゃ
ダ
メ
な
ん
で
す
よ
ね
。
依
頼
主

さ
ん
の
思
い
を
く
み
取
っ
て
、
ち

ょ
っ
と
し
た
や
り
と
り
で
も
丁

寧
に
、
感
動
を
届
け
る
と
い
う
思

い
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

鳴
門
に
住
ん
で
み
て
ど
う
で
す
か
？

　鳴
門
は
す
ご
く
住
み
や
す
い

し
、海
も
山
も
あ
っ
て
最
高
で
す
。

ま
た
、
皆
さ
ん
す
ご
く
フ
レ
ン
ド

リ
ー
で
人
柄
が
素
晴
ら
し
い
と

感
じ
ま
す
し
、
食
べ
物
も
す
ご
く

お
い
し
い
で
す
。
本
当
に
良
い
所

に
来
た
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　夢
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す

が
、
そ
の
中
で
も
絵
本
を
作
り
た

い
と
い
う
思
い
が
強
い
で
す
。
最

近
、
子
ど
も
た
ち
の
自
己
肯
定
感

が
下
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
の
で
、「
君
た
ち
は
一
人
ひ
と
り

輝
い
て
い
る
ん
だ
よ
」っ
て
伝
え

ら
れ
る
作
品
を
作
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
徳
島
は
素
晴

ら
し
い
所
だ
と
私
自
身
思
っ
て

い
る
の
で
、歴
史
な
ど
も
含
め
て
、

子
ど
も
た
ち
が
地
元
に
誇
り
と

愛
着
を
持
て
る
よ
う
な
作
品
を

作
る
こ
と
が
今
の
私
の
夢
で
す
。

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
な
ろ
う
と

思
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　小
さ
い
頃
か
ら
絵
を
描
く
の
が

好
き
で
、
漫
画
家
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は

現
実
的
じ
ゃ
な
い
と
、
い
つ
の
間

に
か
諦
め
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

鳴
門
に
来
て
カ
フ
ェ
で
働
い
て
い

た
時
に
、
私
が
絵
を
描
く
の
が
得

意
だ
と
知
っ
た
オ
ー
ナ
ー
が「
店
の

販
促
物
を
作
ら
な
い
か
？
」と
言
っ

て
く
だ
さ
っ
て
、
メ
ニ
ュ
ー
表
な

ど
を
作
ら
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
そ
れ
を
見

た
お
客
様
が
イ
ラ
ス
ト
を
発
注
し

た
い
と
私
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ

り
、
そ
こ
か
ら
お
仕
事
と
し
て
イ
ラ

ス
ト
を
描
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
番
印
象
的
だ
っ
た
お
仕
事
は
？

　今
年
の
初
め
に
ピ
ア
ノ
の
先
生

か
ら
ご
依
頼
を
い
た
だ
い
た
お
仕

事
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
紹
介
い
た

だ
い
た
お
客
様
か
ら
の
お
仕
事
ば

か
り
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
方

は
初
め
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
メ
ー

ル
フ
ォ
ー
ム
か
ら
ご
依
頼
を
い
た

- Profile - 林
は や し

　美
み か

華さん 
1980年生まれ。香川県出身。10年前、結婚
を機に鳴門市へ移住。販促物の制作など
を行う「aitsu factory」営業主。「四国防災
八十八話マップ」（徳島大学発行）や、大谷
焼など大麻町のものづくりの企業を紹介
する冊子「大麻のものづくり探検隊」（大麻
地域活性化推進協議会・
鳴門市発行）のイラスト
などを手がける。

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
は

子
ど
も
た
ち
に
防
災

紙
芝
居
を
読
ん
で

い
ま
す
。
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